
予約券を受付にお出しください。

検査室手前が中央採血室です。

待合室でお待ちください。

採血を行います。
採血後は予約の科でお待ち下さい。

【血液検査のある方】
予約券を中央採血室受付にお出しください。

採血後、予約の科でお待ちいただきます。

【血液検査のない方】
予約券を受診する科にお出しください。



　
子
宮
癌
に
は
、
子
宮
頚
癌
（
子
宮
の
入
り
口

に
で
き
る
癌
）
と
子
宮
体
癌
（
子
宮
の
奥
の
方

に
で
き
る
癌
）
が
あ
り
ま
す
。
子
宮
癌
全
体
で

は
、
約
７
割
が
頚
癌
、
約
３
割
が
体
癌
で
す
。

市
検
診
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
子
宮
頚
癌
検
診

で
、
対
象
年
齢
は
20
歳
以
上
、
受
診
間
隔
は

２
年
に
一
回
で
す
。

　
子
宮
頚
癌
は
、
H
P
V
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
ィ
ル
ス
）
感
染
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
ハ
イ
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の

持
続
感
染
は
、
前
癌
病
変
の
高
い
危
険
因
子
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
若
者
の
性
意
識
が
変
化
し
、
性
交
の

低
年
齢
化
と
多
様
化
が
若
者
の
H
P
V
感
染

機
会
を
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
30
歳

未
満
の
検
診
異
常
者
（
要
精
査
者
）
が
特
に
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
診
者
の
お
よ
そ
1
0
0
0
人
に
１
人
の

割
合
で
子
宮
頚
癌
が
み
つ
か
り
、
多
く
は
早
期

癌
で
す
。
子
宮
頚
癌
は
、
早
期
に
発
見
さ
れ
適

切
に
治
療
さ
れ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
治
る
非
常
に

生
存
率
の
良
い
癌
で
す
。
し
か
し
新
潟
県
に
お

い
て
は
、
検
診
の
受
診
率
が
低
い
た
め
、
子
宮

頚
癌
に
よ
る
死
亡
数
は
低
下
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
生
理
以
外
の
不
正
出
血
、
性
交
後
出
血
、
お

り
も
の
の
異
常
（
量
・
色
・
臭
い
）
な
ど
の
症

状
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
初
期
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
進
行
期
で
あ
っ
て
も
自
覚
症
状

の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
内
診
台
に
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
腟
鏡
と
い

う
器
械
を
腟
内
に
挿
入
し
、
綿
棒
で
子
宮
頚
部

を
こ
す
っ
て
細
胞
を
採
取
し
ま
す
。
内
診
で
子

宮
の
大
き
さ
と
卵
巣
の
状
態
を
調
べ
て
終
了
で

す
。
以
上
の
診
察
時
間
は
１
〜
２
分
で
、
通
常

痛
み
は
ほ
と
ん
ど
伴
い
ま
せ
ん
。

１
 
正
確
な
判
定
の
た
め
、
な
る
べ
く
生
理
期

　
　
間
以
外
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

２
 
子
宮
頚
癌
が
あ
っ
て
も
検
出
で
き
な
い
可

　
　
能
性
（
偽
陰
性
）
が
約
６
％
あ
り
ま
す
。

　
　
検
診
後
も
異
常
症
状
が
続
く
と
き
は
、
再

　
　
度
、
　
産
婦
人
科
外
来
を
受
診
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。

３
　
市
検
診
は
子
宮
頚
癌
検
診
の
み
で
、
子
宮

　
　
体
癌
検
診
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
　
市
検
診
で
は
、
卵
巣
癌
の
検
診
は
で
き
ま

　
　
せ
ん
。

 
 
ご
希
望
の
場
合
は
、
産
婦
人
科
外
来
を
受

　
　
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 
子
宮
頚
癌
は
、
定
期
的
な
検
診
で
初
期
に
発

見
で
き
ま
す
。
症
状
が
何
も
な
く
て
も
、
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

�
 
子
宮
癌
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
子
宮
癌
に
は
、
子
宮
頚
癌
（
子
宮
の
入
り
口

に
で
き
る
癌
）
と
子
宮
体
癌
（
子
宮
の
奥
の
方

に
で
き
る
癌
）
が
あ
り
ま
す
。
子
宮
癌
全
体
で

は
、
約
７
割
が
頚
癌
、
約
３
割
が
体
癌
で
す
。

市
検
診
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
子
宮
頚
癌
検
診

で
、
対
象
年
齢
は
20
歳
以
上
、
受
診
間
隔
は

２
年
に
一
回
で
す
。

　
子
宮
頚
癌
は
、
H
P
V
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
ィ
ル
ス
）
感
染
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
ハ
イ
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の

持
続
感
染
は
、
前
癌
病
変
の
高
い
危
険
因
子
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
若
者
の
性
意
識
が
変
化
し
、
性
交
の

低
年
齢
化
と
多
様
化
が
若
者
の
H
P
V
感
染

機
会
を
高
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
30
歳

未
満
の
検
診
異
常
者
（
要
精
査
者
）
が
特
に
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
診
者
の
お
よ
そ
1
0
0
0
人
に
１
人
の

割
合
で
子
宮
頚
癌
が
み
つ
か
り
、
多
く
は
早
期

癌
で
す
。
子
宮
頚
癌
は
、
早
期
に
発
見
さ
れ
適

切
に
治
療
さ
れ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
治
る
非
常
に

生
存
率
の
良
い
癌
で
す
。
し
か
し
新
潟
県
に
お

い
て
は
、
検
診
の
受
診
率
が
低
い
た
め
、
子
宮

頚
癌
に
よ
る
死
亡
数
は
低
下
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

�
 
子
宮
頚
癌
の
自
覚
症
状
は

 
 
 
 
 
 
 
 
ど
ん
な
も
の
？

　
生
理
以
外
の
不
正
出
血
、
性
交
後
出
血
、
お

り
も
の
の
異
常
（
量
・
色
・
臭
い
）
な
ど
の
症

状
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
初
期
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
進
行
期
で
あ
っ
て
も
自
覚
症
状

の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
 
癌
検
診
で
は

 
 
 
 
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　
内
診
台
に
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
腟
鏡
と
い

う
器
械
を
腟
内
に
挿
入
し
、
綿
棒
で
子
宮
頚
部

を
こ
す
っ
て
細
胞
を
採
取
し
ま
す
。
内
診
で
子

宮
の
大
き
さ
と
卵
巣
の
状
態
を
調
べ
て
終
了
で

す
。
以
上
の
診
察
時
間
は
１
〜
２
分
で
、
通
常

痛
み
は
ほ
と
ん
ど
伴
い
ま
せ
ん
。

�
 
癌
検
診
を
受
け
る
際
の

 
 
 
 
 
 
 
 
注
意
点
は
？

１
 
正
確
な
判
定
の
た
め
、
な
る
べ
く
生
理
期

　
　
間
以
外
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

２
 
子
宮
頚
癌
が
あ
っ
て
も
検
出
で
き
な
い
可

　
　
能
性
（
偽
陰
性
）
が
約
６
％
あ
り
ま
す
。

　
　
検
診
後
も
異
常
症
状
が
続
く
と
き
は
、
再

　
　
度
、
　
産
婦
人
科
外
来
を
受
診
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。

３
　
市
検
診
は
子
宮
頚
癌
検
診
の
み
で
、
子
宮

　
　
体
癌
検
診
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
　
市
検
診
で
は
、
卵
巣
癌
の
検
診
は
で
き
ま

　
　
せ
ん
。

 
 
ご
希
望
の
場
合
は
、
産
婦
人
科
外
来
を
受

　
　
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 
子
宮
頚
癌
は
、
定
期
的
な
検
診
で
初
期
に
発

見
で
き
ま
す
。
症
状
が
何
も
な
く
て
も
、
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
去
る
７
月
24
日
、
フ
ル
ー
ト
奏
者

の
マ
ク
レ
ラ
ン
牧
子
さ
ん
（
大
崎
在
住
）

と
キ
ー
ボ
ー
ド
奏
者
の
鈴
木
愛
美
さ
ん

（
五
日
町
在
住
）
を
お
招
き
し
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
北
の
国
か
ら
」
「
ふ
る
さ
と
」
「
夕

焼
け
小
焼
け
」
な
ど
主
に
童
謡
や
唱
歌

を
十
数
曲
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
二
人
で
奏
で
る
優
し
い
音
色
に
誘
わ

れ
て
他
の
病
棟
か
ら
も
多
く
の
患
者
様

が
集
ま
り
ま
し
た
。
演
奏
に
合
わ
せ
て

合
唱
し
た
り
、
手
拍
子
を
打
っ
た
り
、

会
場
が
一
体
と
な
っ
た
素
晴
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
。

　
ご
出
演
の
お
二
人
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
演
奏
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



　前回もお話しましたが、城内病院は全て院内処方です。大半の病院は院外処方箋を発行して外の

薬局で薬を作ってもらっています。それを全て中の3人で作っています。

　患者様の服薬状況に応じて製品でそのまま出せる人、粉にする人、一包化（朝、昼、夕、寝る前

をそれぞれ一袋にまとめて赤、緑、青、黒の線を引く）にする人、粉の中に錠剤を入れる人、様々

でとても時間がかかります。ですから2回目以降予製（作り置き）という手段をとっています。内

容の変更があった場合はそこで薬を作り出します。現在、粉の予製約30人、半錠予製約30人、一

包化予製約70人と相当の数の予製薬が窓ガラスを塞いでいます。

　こんなこともあって、薬が出るまでに時間がかかることがありますが、ご協力をお願いします。




